
施設整備事業に係る事後評価の結果

（平成２１年度事後評価分）

１．今回の委員会での評価対象事業

平成２１年度においては、費用対効果分析手法の対象とされている施設

整備事業のうち、施設設置後３年を経過したもの（８７施設）が事後評価

の対象となる。

今回の委員会においては、費用対効果分析により事後評価を実施した以

下の全ての事業について、自己評価の結果を報告し、ご意見を伺うものと

する。

【具体的事業の内訳】

施設数(件)

畜産関係 食肉流通合理化総合対策事業 １１

畜産環境緊急特別対策事業 ３

地域肉用牛振興対策事業 ２５

低コスト肉用牛生産特別対策事業 １１

砂糖関係 精製糖企業合理化促進緊急対策事業 ２１

甘しゃ糖製造合理化対策事業 ８

てん菜糖集荷製造流通合理化対策事業 ５

てん菜糖省エネ・環境対策推進事業 ３

合 計 ８７

※ 環境・衛生関連事業等の費用対効果分析になじまない事業については、コスト

分析手法により評価を行う。

２．評価結果

地域肉用牛振興対策事業及び低コスト肉用牛生産特別対策事業以外の事業

については、全て投資効果は「１」を上回った。

また、計画時の投資効率と実績値の投資効率が▲２０％以上乖離していた

施設は３２件であった。

地域肉用牛振興対策事業及び低コスト肉用牛生産特別対策事業の２事業

（３６施設）については、３１施設が投資効果が「１」以下となった。また、

これらの事業のうち、３１施設については、投資効率が▲２０％以上乖離す

る結果となった。これらの施設は、事業実施計画において、目標年（５年）

経過後、投資効率が１を上回る計画となっており、３年経過した時点におい

ては、投資効果が十分に発現していないためである。

資料２



〔事後評価結果一覧〕

事 業 名 件数
投資効率が

１以下の施設

計画時の投資効率に比

べ、実績値による投資効

率が▲２０％以上乖離し

ている施設

食肉流通合理化総合対策事

業
11

０％

（０／11 件）

０％

（０／１１件）

畜産環境緊急特別対策事業
３

０％

（０／３件）

３３％

（１／３件）

地域肉用牛振興対策事業
２５

９６％

（２４／２５件）

９２％

（２３／２５件）

低コスト肉用牛生産特別対策

事業
１１

６４％

（７／11 件）

７３％

（８／11 件）

精製糖企業合理化促進緊急

対策事業
２１

０％

（０／２１件）

０％

（０／２１件）

甘しゃ糖製造合理化対策事

業
８

０％

（０／８件）

０％

（０／８件）

てん菜糖集荷製造流通合理

化対策事業
５

０％

（０／５件）

０％

（０／５件）

てん菜糖省エネ・環境対策推

進事業
３

０％

（０／３件）

０％

（０／３件）

計 ８７
３５.６％

（３１／８７件）

３６．８％

（３２／８７件）

注１：投資効率＝｛（年総効果額÷還元率）－廃用損失額｝÷総事業費

注 2：○○部分は、目標年を 5 年として、3 年目に事後評価を行った事業で、子

牛等価格の低迷及び飼料高騰等を考慮に入れず試算した結果。

【参考】

配合飼料価格の高騰及び子牛価格の低迷を考慮した場合の試算結果は、以下のと

おり。

事 業 名

補正後 補正後の評価結果が

３年目の計画を下回

っている施設

「1.0」超 「1.0」以下 合計

地域肉用牛振興対

策事業

８ １７ ２５ １３

低コスト肉用牛生

産特別対策事業

８ ３ １１ １

合 計 １６ ２０ ３６ １４
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